
犬を家の中で飼う方が増えています。
家の中で自由に過ごしている犬は、人が出入りするときに、ドアをすり抜けて外へ出てしまうことが

あります。
玄関や掃き出し窓付近には犬が飛び出さないように専用の柵などを設けましょう。

また、犬がいることが訪問者にわかるよう、表示をしましょう。
来客を家の中に招き入れる際は、ケージやサークルで犬を隔離すると

お客様と飼い主の双方が安心できます。

特に気を付けるポイント
□来客があるとき
□換気するとき

うちの犬が加害者にならないために
こ

岐阜県健康福祉部生活衛生課

飼い主だからできること

裏面で正しい飼い方を詳しくチェック↓

犬の咬みつき事故の原因のほとんどは、飼い主にあります。
事故を防ぐために、あなたの飼い方をもう一度みなおしてみましょう。

犬は時として飼い主の予想外の動きをすることがあります。
飼い主は犬を常に制御できるよう、

リードを両手でしっかりと持ちましょう。

特に気を付けるポイント
□曲がり角
□自転車やジョギング中の方
犬が突然近づいてきた人に驚いて咬むことがあります

首輪やハーネスが緩くなっていないか、
リードの金具は壊れていないか、チェックしましょう。

家では…

散歩に行く前に…

散歩中は…

緩くない？

しっかり
つないだ？

特に体高が60cm以上の大型犬や危険犬※による咬みつき事故は、
命に係わる重大事故につながる恐れがあります。
大型犬等の飼い主は、飼養管理に十分ご注意ください。
※危険犬…大きさ及び闘争本能にかんがみ人に危害を加えるおそれが高い犬（裏面下部参照）

大型犬や攻撃性のある犬の飼い主は…

犬がいます
ドアの開閉に
注意！

施錠する

か

か

か



：大型犬等の飼い主が特に
注意するポイント

県条例 動愛法 環境省基準

1 ８条１号 ７条③⑦
第３の７・８

第４の１

2
８条１・

２号
７条③⑦

第３の

７・８

3
７条３号

８条１号
７条③⑦

第３の

７・８

4 ８条１号 ７条③⑦
第３の

７・８

5 ８条１号 ７条③⑦
第３の

７・８

6 □格子の間から犬の口が外部に出ない、人の手が入れられない構造としているか。
７条３号

８条２号

7 ８条１号 ７条③⑦
第３の

７・８

8 □首輪などは外れない大きさ・構造としているか。 ８条１号 ７条③⑦
第３の

７・８

9 ８条２号 ７条③⑦
第３の７・８

第４の５

10 ８条２号 ７条⑦ 第４の２

11 □犬の標識を門戸など見やすい場所に掲示し、訪問者や通行人に注意を促しているか。 ８条３号

12 □犬の行動を制御できる人が行っているか。 ８条２号 ７条③⑦ 第４の５

13 ８条２号 ７条⑦ 第４の５

14 □噛み癖のある犬や危険犬は口輪を着けているか。 ８条２号 ７条⑦ 第４の６

15 ８条２号 ７条③

16 □歩行者や他の犬とすれ違う際は犬を制御しやすいようリードを短く持っているか。 ８条２号

17 ８条２号

18 □飼い犬を他の犬に近づけたい時は、先ず相手の飼い主に了承を得ているか。 ８条２号

19 □生後３か月までの子犬期の社会化を行っているか。 ８条５号 ７条⑦ 第４の４

20 □「待て」「来い」など飼い主の指示に従えるよう基本的なしつけを行っているか。 ８条５号 ７条⑦ 第４の４

21 □犬種や性別などから、本来備わっている能力や性質を理解するよう努めているか。
８条２・

４号
７条⑦ 第３の１

22 □犬種や年齢、大きさに適した運動や遊びをさせているか。 ８条４号 ７条⑦
第３の１

第４の２

23 ７条１号
２条②

７条⑦
第３の１

24 ７条２号
２条②

７条⑦
第３の１

25 ７条４号
２条②

７条⑦
第３の１

26
２条①

７条⑦
第３の１

27 ７条⑥⑦ 第３の７

28 □犬が逃げた時、人を咬んだ時は、直ちに保健所と警察署へ連絡しているか。 １４条 ７条⑦ 第３の８

『県条例』･･･岐阜県動物の愛護及び管理に関する条例（平成１８年条例第２０号）

『動愛法』…動物の愛護及び管理に関する法律（昭和４８年法律第１０５号）

『環境省基準』･･･家庭動物等の飼養及び管理に関する基準（平成１４年環境省告示第３７号）

『危険犬』･･･大きさ及び闘争本能にかんがみ人に危害を加えるおそれが高い犬（環境省基準第４の５より）

犬の適正飼養チェックリスト

□道路に面した場所や玄関近くなど人と容易に接触できる場所を避ける、人止め柵を設置するなど、

　訪問者への危害の防止対策を行っているか。

しつけ

その他

□犬にとって適切かつ栄養的に十分な食物を与え、いつでもきれいな水が飲めるようにしているか。

□普段から健康管理をしているか。疾病等の兆候があれば診療を受け、治療しているか。

□犬を飼養している環境を清潔に維持しているか。

□犬に恐怖や強い不安を与えていないか。

□自己の所有であることを明らかにするために、マイクロチップ、首輪、名札等を装着しているか。

散歩方法

□犬の性格を考慮し、特に危険犬は犬への刺激を少なくするため、人通りが少ない場所や時間を選んで

　行っているか。

□リードは両手で持ち、片方の手は、へそからみぞおち辺りで持つなど、犬を確実に制御できる方法で

　行っているか。

□他人が飼い犬を触りたがった場合は、犬の性格や反応などを考慮して判断し、危険がおよぶおそれが

　ある場合は相手に断っているか。

飼養管理の点検項目

放し飼い

の禁止

□おり・柵その他囲いの中で飼養し、または固定した物に鎖などで確実につないで飼養しているか。

係留用具

□鎖は噛み切られないよう、鎖などをつなぐ杭などは折れたり抜けたりしないよう、十分な強度を確保

　しているか。

□係留用具は定期的な点検を行い、劣化や緩みがある場合は早めの交換・補修を行っているか。

係留・

飼養場所

□屋内で飼う場合は、玄関や掃き出し窓付近に柵を設けているか。また、訪問者がある

　場合は柵等の囲いに入れるなど、訪問者への危害防止対策を行っているか。

柵等の

構造

□特に大型犬や危険犬のおりなどは鉄、金属その他の堅固な素材とし、出入り口の扉は施錠などに

　より逃げない構造としているか。

□柵の高さは前脚が柵の上部に掛からない程度を目安とし、犬が柵を乗り越えないような構造として

　いるか。

□犬が地面に穴を掘り逃走することがないようコンクリート基礎工事などの防止対策を行っているか。
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